
  
1

学
園
は
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
以
来
大
き
く
変
貌
し
て
い
く
流
れ
の
中
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
設
置
申
請
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
が
四
月
、
愛
知
学
泉
大
学
第
三
の
学
部
と
し
て
誕
生
し
た
。

新
時
代
の
要
請
に
応
え
た
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
学
部
と
し
て
、「
日
本
初
」

の
設
置
で
も
あ
っ
た
。

新
学
部
の
名
称
の
目
新
し
さ
も
あ
っ
て
か
、
入
試
で
は
定
員
百
九
十
名
に

対
し
て
六
百
四
十
四
名
の
志
願
者
が
集
ま
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部

と
い
う
な
じ
み
の
な
い
学
部
の
初
年
度
入
試
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
志
願
者

数
で
あ
っ
た
。
応
募
範
囲
も
県
内
外
か
ら
だ
け
で
な
く
、
韓
国
・
中
国
・
台

湾
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
外
国
留
学
生
の
志
願
者
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
入
試
を
め
ぐ
る
状
況
は
や
は
り
厳
し
さ
を
増
し
た
。

十
八
歳
人
口
の
減
少
と
い
う
大
勢
の
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
と
い
う

学
部
は
ま
だ
受
験
生
や
高
校
側
の
理
解
を
十
分
に
得
ら
れ
な
い
傾
向
が
あ
っ

刷
新
は
日
々
に

Ⅳ　真の地域貢献めざし
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た
。
そ
の
た
め
、コ
ン
セ
プ
ト
を
受
験
生
や
高
校
側
に
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
、来
る
二
十
一
世
紀
を
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
世
紀
」
と
位
置
づ
け
て
、
そ
の
中
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
世
紀
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
を
育
成
す
る
と
い
う
趣

旨
の
広
報
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
診
断
士
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
務
士
・
社
会
調
査
実
務
士
と
い
っ

た
資
格
取
得
が
可
能
と
な
る
体
制
も
つ
く
り
上
げ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
教
育
充
実
の
努
力
の
成
果
は
、
例
え
ば
愛
知
県
の
「
学
生
提
案
型
地
域
づ
く
り
協
働
支
援
事
業
」
の
モ

デ
ル
事
業
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
学
生
の
企
画
案
が
選
ば
れ
る
（
平
成
十
六
年
）
と
い
う
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ

た
。
こ
の
事
業
は
愛
知
県
が
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
度
か
ら
実
施
し
出
し
た
施
策
で
、
学
生
グ
ル
ー
プ
が
行
政
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
づ
く
り
団
体
な
ど
地
域
に
お
け
る
他
の
団
体
と
協
働
し
て
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
に
対
し
て
、
優
れ

た
計
画
は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
に
要
す
る
経
費
を
県
が
負
担
す
る
と
い
う
も
の
。
こ
れ
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策

学
部
の
学
生
が
企
画
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
選
ば
れ
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

  

2

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
が
新
設
さ
れ
た
同
じ
四
月
、
愛
知
学
泉
女
子
短
期
大
学
に
お
い
て
は
、
若
林
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
っ
た
国
際
教
養
科
を
岡
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
た
。
実
は
、短
期
大
学
は
安
城
（
桜
井
）・
岡
崎
・
豊
田
（
若

林
）
の
三
ヵ
所
に
分
散
し
て
い
た
。
こ
れ
を
一
ヵ
所
に
統
合
す
る
こ
と
が
学
園
の
長
年
の
夢
だ
っ
た
。
ま
ず
第
一
歩

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
新
設
に
伴
っ
て
国
際
教
養
科
の
定
員
を
百
五
十
名
か
ら
八
十
名
と
し
た
こ
と
を
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契
機
に
岡
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
た
。

平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
十
二
月
に
は
、
創
立
八
十
五
周
年
を
記
念
し
て
大
学
・
短
期
大
学
の
歌
『
い
ま
こ
こ
に
』

が
制
定
さ
れ
た
。

い
ま
こ
こ
に
空
は
て
し
な
く

国
々
の
境
を
知
ら
ず

ど
こ
ま
で
も
人
を
い
ざ
な
う

限
り
な
い
地
平
の
ぞ
ん
で

い
ま
こ
こ
に
夢
を
始
め
る

谷
川
俊
太
郎
作
詞
、
林
光
作
曲
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
学
園
に
は
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
に
制
定
し
た
、

大
木
惇
夫
作
詞
、
山
田
耕
筰
作
曲
の
学
園
歌
『
永
遠
の
女
』
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
女
子
学
園
当
時
の
作
で
、
歌
詞

に
も
「
あ
こ
が
れ
は
永と

遠わ

の
女お

み
な

」
な
ど
女
子
に
限
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、

大
学
が
男
女
共
学
園
に
な
っ
た
実
態
に
は
い
さ
さ
か
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
新
た
に
校
歌
が
制
定
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
い
ま
で
は
、
こ
の
歌

は
大
学
・
短
期
大
学
の
歌
で
あ
る
と
と
も
に
、
安
城
学
園
高
等
学
校
の
歌
と
し

て
も
広
く
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
学
園
の
統
一
意
識
は
、
前
年
十
一
月
に
発
表
さ
れ
た
「
安
城
学
園

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
で
も
醸
成
さ
れ
た
。

Ⅳ　真の地域貢献めざし
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シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
創
立
八
十
五
周
年
を
機
に
学
園
全
体
を
象
徴
す
る
マ
ー
ク
と
し
て
制
定
し
た
も
の
で
、
安
城

の
頭
文
字
「
ア
」「
Ａ
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
、
鵬お

お
と
り

が
天
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
く
デ
ザ
イ
ン
。
地
域
社
会
に
根
を
お

ろ
し
未
来
を
見
つ
め
る
広
い
視
野
と
心
を
イ
メ
ー
ジ
し
、マ
ー
ク
右
の
形
の
青
色
が
未
来
を
見
つ
め
る
「
先
見
性
」
を
、

左
の
形
の
緑
色
が
地
域
に
根
差
す
「
庶
民
性
」
を
表
現
し
て
い
る
。
作
者
は
、
山
形
市
在
住
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
松
岡
英
男
。
六
百
二
名
、
千
二
百
点
に
及
ぶ
公
募
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

学
園
が
次
に
展
開
し
た
の
は
高
等
学
校
で
の
男
女
共
学
制
導
入
だ
っ
た
。

  

3

こ
の
頃
か
ら
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
学
校
週
五
日
制
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年

三
月
の
文
部
省
通
知
で
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
四
月
一
日
か
ら
す
べ
て
の
土
曜
日
を
休
業
日
と
す
る
完
全
学

校
週
五
日
制
が
実
施
さ
れ
て
い
く
が
、
安
城
学
園
で
は
安
城
学
園
高
等
学
校
が
県
下
の
他
校
に
先
駆
け
、
平
成
四

（
一
九
九
二
）
年
四
月
に
導
入
、
岡
崎
城
西
高
等
学
校
も
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
に
移
行
し
た
。
学
園
の
高
等
学

校
に
お
い
て
続
く
課
題
は
男
女
共
学
化
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
四
月
、
女
子
校
の
安
城
学

園
高
等
学
校
、
男
子
校
の
岡
崎
城
西
高
等
学
校
と
も
に
男
女
共
学
制
に
踏
み
切
っ
た
の
だ
っ
た
。

共
学
へ
の
移
行
準
備
は
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
に
始
ま
っ
た
。
共
学
校
見
学
に
始
ま
り
、
共
学
化
に
伴
う
施

設
設
備
―
保
健
室
・
更
衣
室
・
ト
イ
レ
な
ど
の
拡
張
・
改
修
、
制
服
制
定
、
学
校
案
内
作
成
、
広
報
活
動
な
ど
こ
ま
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ご
ま
と
し
た
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

応
募
状
況
が
気
に
か
か
っ
た
。
し
か
し
、
幸
い
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
。

安
城
学
園
高
等
学
校
で
は
、
入
学
生
徒
六
百
七
十
七
名
の
う
ち
、
男
子
生
徒
は
八
十
九
名
、
全
体
の
一
三
％
だ
っ

た
。
一
組
か
ら
八
組
ま
で
を
共
学
ク
ラ
ス
、
九
組
か
ら
十
七
組
ま
で
を
女
子
ク
ラ
ス
に
編
成
さ
れ
た
。

「
明
る
く
元
気
な
本
学
園
の
良
さ
を
、
男
女
共
学
を
一
つ
の
ば
ね
に
し
て
更
に
発
展
さ
せ
、
活
力
に
満
ち
た
学
園
生

活
を
実
現
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
期
待
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。学
校
の
施
設
・
設
備
も
男
女
共
学
に
と
も
な
っ

て
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
す
で
に
体
育
館
は
全
面
改
装
さ
れ
て
明
る
く
使
い
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
昨
年
か

ら
工
事
中
で
あ
っ
た
南
館
も
最
後
の
仕
上
げ
工
事
に
入
っ
て
お
り
完
成
間
近
で
す
。
一
年
生
の
皆
さ
ん
が
待
望
の
新

館
に
移
る
の
も
も
う
す
ぐ
で
す
。」

時
の
校
長
・
三
浦
定
夫
は
学
園
報
『
彩
雲
』
六
十
三
号
に
、「
順
調
に
ス
タ
ー
ト
・
活
気
あ
ふ
れ
る
日
々
」
と
い
っ

た
感
触
を
述
べ
た
の
だ
っ
た
。

岡
崎
城
西
高
等
学
校
で
も
、安
城
学
園
高
等
学
校
と
は
事
情
を
異
に
し
た
が
、男
女
共
学
に
伴
う
変
化
は
大
き
か
っ

た
。平

成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
二
月
、
新
入
生
選
抜
試
験
を
実
施
し
た
が
、
八
百
九
十
三
名
も
の
女
子
が
受
験

し
、
共
学
の
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
予
測
さ
せ
た
。
四
月
七
日
、
共
学
最
初
の
入
学
式
を
挙
行
し
た
。
女
子
生
徒
は

百
五
十
二
名
、
新
入
生
の
二
三
％
と
い
う
率
で
あ
っ
た
。「
進
学
を
目
標
と
し
た
女
子
生
徒
を
二
割
確
保
す
る
」
と

い
う
目
標
ど
お
り
だ
っ
た
。
基
準
を
男
子
よ
り
高
く
設
定
し
た
の
で
女
子
生
徒
に
は
優
秀
な
者
が
多
く
、
新
入
生
宣
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誓
は
女
子
が
代
表
し
て
行
っ
た
。

  
4

「
時
代
の
要
望
に
対
応
す
る
新
し
い
教
育
環
境
、『
男
女
共
同
参
画
』
の
時
代
に
合
っ
た
幅
広
い
教
育
を
行
い
、
地

域
に
開
放
さ
れ
た
魅
力
あ
る
学
校
を
目
指
す
」

共
学
化
の
方
向
性
は
こ
ん
な
文
言
で
表
さ
れ
た
。
こ
の
高
揚
感
が
示
す
よ
う
に
、
岡
崎
城
西
高
等
学
校
の
共
学
第

一
期
生
の
高
校
生
活
は
十
七
ク
ラ
ス
編
成
、男
女
同
席
で
開
始
さ
れ
た
。
当
然
の
こ
と
と
し
て
「
混
合
名
簿
制
」（
男

女
別
に
な
っ
て
い
る
名
簿
を
男
女
混
合
に
す
る
こ
と
）
を
採
用
し
た
。
こ
の
こ
と
は
予
想
以
上
の
反
響
を
呼
び
、
入

学
式
の
と
き
を
は
じ
め
マ
ス
コ
ミ
が
し
ば
し
ば
取
材
に
訪
れ
た
。

共
学
初
年
度
は
、
女
子
生
徒
は
全
校
生
徒
の
一
割
に
も
満
た
な
か
っ

た
。
だ
が
、
女
子
生
徒
た
ち
は
、
男
子
校
の
中
に
あ
っ
て
も
意い

気き

軒け
ん

昂こ
う

だ
っ
た
。
学
校
行
事
な
ど
で
も
、
明
る
く
気
後
れ
し
な
い
活
動
が
展
開

さ
れ
、
男
女
数
の
不
均
衡
を
感
じ
さ
せ
な
か
っ
た
。
校
内
の
雰
囲
気
も

大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

「
学
内
が
明
る
く
活
性
化
し
て
き
て
い
る
」

「
女
子
の
方
が
行
動
面
で
は
積
極
的
で
あ
る
」
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共
学
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
教
職
員
の
多
く
が
こ
う
回
答
し
た
。

一
方
、
女
子
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、「
楽
し
く
充
実
し
て
い
た
」
が
六
三
％
、「
よ
い
友
達
が
で
き
た
」

が
九
三
％
。
学
校
に
対
す
る
満
足
度
も
約
七
〇
％
に
達
す
る
高
評
価
が
得
ら
れ
た
。

教
職
員
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
男
子
オ
ン
リ
ー
か
ら
女
子
生
徒
へ
の
対
応
に
戸
惑
い
を
感
ず
る
こ
と
も
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
も
の
の
、
共
学
は
学
校
活
性
化
に
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
男
女
共
学
の
話
題
が
熱
く
語
ら
れ
る
う
ち
、
曉
理
事
長
が
政
策
室
で
提
案
し
て
い
た
「
学
園
報
告
討
論

会
」
が
い
よ
い
よ
動
き
出
し
た
。

理
事
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
発
足
し
た
「
政
策
室
」
は
新
た
な
教
育
方
針
の
実
現
に
向
け
て
課
題
に
取
り
組
む
も

の
で
あ
り
、
男
女
共
学
化
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
な
ど
そ
の
後
の
方
向
性
が
決
め
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
政
策
室
で

は
ま
た
、
教
育
の
点
検
と
評
価
の
た
め
の
「
学
園
報
告
討
論
会
」
の
継
続
的
な
開
催
が
提
案
さ
れ
た
。
目
的
は
、「
学

園
に
在
職
す
る
全
教
職
員
が
一
堂
に
会
し
、
日
々
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
共
有
し
、
教
職
員
個
々
に
使
命
感
を

自
覚
さ
せ
、
自
ら
を
高
揚
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

  

5

初
め
て
の
「
学
園
報
告
討
論
会
」
は
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
六
月
十
九
日
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は

三
河
湾
に
面
し
た
景
勝
地
の
西
浦
温
泉
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
大
学
か
ら
幼
稚
園
ま
で
の
全
教
職
員
四
百
一
名
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が
集
ま
っ
た
。

会
合
で
は
、
学
園
の
現
状
と
将
来
展
望
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
、
互
い
の
教
育

実
践
を
確
認
し
合
っ
た
。

二
つ
の
高
校
の
現
状
報
告
に
は
精
気
が
あ
っ
た
。

学
校
五
日
制
に
よ
る
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
安
城
学
園
高
等
学

校
で
は
、「
触
発
と
自
学
主
義
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
私
学
ら
し
い
面
白
み

の
あ
る
特
設
科
目
の
設
定
や
系
列
大
学
・
短
期
大
学
と
結
び
つ
い
た
教
育
内
容
を

柱
に
据
え
る
な
ど
、
教
育
を
〝
量
か
ら
質
へ
〟
と
転
換
を
図
っ
た
こ
と
を
報
告
。

土
曜
日
は
「
自
学
の
日
」
と
位
置
づ
け
て
、
学
校
開
放
、
土
曜
講
座
、
公
開
講
座
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
導
入
、
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
教
科
の
セ
ミ
ナ
ー
旅

行
な
ど
教
室
を
飛
び
出
し
た
学
び
の
ス
テ
ー
ジ
も
多
彩
に
企
画
し
て
い
る
、
こ
う
し
た
生
き
生
き
と
し
た
実
態
が
告

げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
岡
崎
城
西
高
等
学
校
で
も
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
度
か
ら
学
校
改
革
に
取
り
組
み
、
国
際
化
・
情
報

化
の
進
む
現
代
社
会
の
中
で
建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
教
育
を
展
開
す
る
た
め
に
「
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
＆
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
教
育
目
標
新
し
く
掲
げ
て
教
育
改
革
を
進
め
て
き
た
こ
と
、
ま
た
完
全
学
校
五
日
制

に
よ
り
、
新
学
習
評
価
の
導
入
や
生
徒
・
地
域
の
人
々
へ
の
土
曜
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、「
伸
び
伸
び
と
し
た
よ
り
魅

力
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。
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そ
れ
は
、
清
毅
理
事
長
時
代
か
ら
考
え
る
「
時
代
の
流
れ
に
敏
感
に
反
応
し
た
新
し
い
教
育
の
創
造
」「
大
き
く

変
化
す
る
時
代
に
対
応
す
る
教
育
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換
」
を
柱
に
据
え
た
教
育
の
具
体
的
な
進
展
で
も
あ
っ
た
。

一
方
、多
く
の
課
題
を
抱
え
る
大
学
と
短
期
大
学
で
は
、危
機
を
ど
う
克
服
す
る
か
な
ど
、そ
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ

て
白
熱
し
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

「
縦
の
接
続
、
横
の
連
携
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
行
わ
れ
た
集
会
だ
っ
た
が
、
ま
ず
は
一
応
の
成
果
を
み
た
。
学
園

報
告
討
論
会
の
開
催
は
、
以
後
、
年
間
の
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。

  

6

学
園
報
告
討
論
会
で
教
育
成
果
を
謳う

た

っ
た
高
等
学
校
で
は
、
そ
の
活
発
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
そ
の
後
集
中
的

に
施
設
の
充
実
が
続
い
た
。

安
城
学
園
高
等
学
校
で
は
、

・
新
南
館
竣
工
（
平
成
十
一
年
）

・
新
西
館
（
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、小
体
育
館
、視
聴
覚
室
、美
術
室
、実
験
室
な
ど
特
別
教
室
棟
）
竣
工
（
平
成
十
二
年
）

ま
た
、
岡
崎
城
西
高
等
学
校
に
お
い
て
も
、

・
新
西
館
竣
工
（
平
成
十
二
年
）

・
第
二
次
再
開
発
、
新
北
棟
・
プ
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
棟
竣
工
（
平
成
十
三
年
）
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・
全
天
候
型
グ
ラ
ン
ド
完
成
（
平
成
十
四
年
）

・
全
教
室
に
大
型
画
面
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
設
置
（
平
成
十
六
年
）

そ
し
て
大
学
で
は
、

・
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
再
開
発
事
業
で
全
面
人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ン
ド
完

成
（
平
成
十
七
年
）

と
連
年
の
設
備
充
実
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
。

＊

学
園
報
告
討
論
会
で
は
大
学
・
短
期
大
学
の
あ
り
方
が
議
論
の
タ
ネ
に
な
っ
た

が
、
男
女
共
学
は
ま
も
な
く
短
期
大
学
に
お
い
て
も
導
入
さ
れ
る
。

平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
四
月
、「
愛
知
学
泉
女
子
短
期
大
学
」
を
「
愛
知

学
泉
短
期
大
学
」
に
名
称
変
更
し
、
翌
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
四
月
に
幼
児
教
育
科
を
除
い
て
服
飾
科
、
生
活

科
、
家
政
科
、
国
際
教
養
科
の
四
科
を
男
女
共
学
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
安
城
学
園
は
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
短
期
大
学
幼
児
教
育
科
以
外
す
べ
て
男
女
共
学
制
が
敷
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

＊

大
学
も
時
流
の
変
化
を
敏
感
に
と
ら
え
、学
科
構
成
の
改
編
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
い
っ

た
。
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社
会
的
状
況
や
社
会
的
要
請
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
四
月
、
経
営
学
部
で
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
革
。
新
し
く
コ
ー
ス
制
を
定
め
、
更
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
導
入
し
て
、
実
践
的
な
学
習

が
き
め
細
か
く
実
施
で
き
る
よ
う
構
成
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
八
月
か
ら
始
め
た
。
豊
田
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置
く
立
地
特

性
か
ら
、
実
習
先
は
自
動
車
関
連
製
造
業
を
主
に
、
卸
・
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
ほ
か
、
地
元
自
治
体
や
商
工
会
議

所
な
ど
幅
広
い
分
野
に
及
ん
だ
。

  

7

大
学
で
は
、
更
に
家
政
学
部
で
も
コ
ー
ス
制
か
ら
専
攻
制
へ
の
改
編
に
取
り
組
む
。
従
来
、
栄
養
士
に
つ
い
て
は

大
学
家
政
学
部
と
短
期
大
学
生
活
科
で
養
成
し
て
い
た
が
、
管
理
栄
養
士
に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
積

極
的
に
対
応
す
る
た
め
に
、
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
四
月
、
家
政
学
部
を
家
政
学
専
攻
、
管
理
栄
養
士
専
攻
の

二
専
攻
体
制
に
改
組
し
た
。

短
期
大
学
で
も
翌
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
生
活
科
を
食
物
栄
養
科
に
名
称
変
更
し
た
だ
け
で
な
く
、
平
成

十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
は
既
存
の
服
飾
科
、
家
政
科
、
国
際
教
養
科
を
統
合
し
て
生
活
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
と
い

う
新
し
い
地
域
総
合
科
学
系
の
学
科
を
全
国
の
短
期
大
学
で
は
三
番
目
に
開
設
す
る
こ
と
に
し
た
。
食
物
栄
養
科
を

食
物
栄
養
学
科
に
、
幼
児
教
育
科
を
幼
児
教
育
学
科
に
名
称
変
更
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
短
期
大
学
は
生
活
デ
ザ
イ
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ン
総
合
学
科
・
食
物
栄
養
学
科
・
幼
児
教
育
学
科
の
三
学
科
体
制
（
現
行
）
を

構
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
学
・
短
期
大
学
に
お
い
て
の
管
理
栄
養
・
食
物
栄
養
に
か
か
わ
る
改
編
は
、

そ
の
頃
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
敏
感
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

近
年
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
や
高
齢
社
会
の
進
行
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
っ
て
、
栄
養
士
の
役
割
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
健
康
の
維
持
・
増
進
だ

け
で
な
く
、
医
療
施
設
や
在
宅
医
療
の
場
で
医
者
と
看
護
士
と
協
力
し
な
が
ら

治
療
や
疾
病
予
防
等
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
厚
生
労
働
省
で
は
管
理
栄
養
士
の
質
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
十
四

（
二
〇
〇
二
）
年
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
訂
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
は
四
年
制
の
学
部
教
育
を
受
け
て
い
て
も
、
一
年
間
の
実
務
経
験
が
な
い
と
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
が
受
験
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

大
学
が
管
理
栄
養
士
専
攻
を
打
ち
出
し
た
の
は
、
そ
の
対
応
で
あ
っ
た
。

管
理
栄
養
士
養
成
施
設
を
備
え
る
大
学
は
愛
知
県
下
に
十
指
に
及
ぶ
。
し
か
し
、
多
く
は
名
古
屋
市
と
そ
の
近
郊

に
集
中
し
て
い
て
、三
河
地
区
で
は
愛
知
学
泉
大
学
以
外
に
な
く
、〝
地
域
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
〟の
存
在
を
誇
る
。
し
か
も
、

静
岡
県
西
部
地
域
に
か
け
て
養
成
施
設
が
な
い
実
情
か
ら
、
栄
養
課
程
在
学
生
は
三
河
・
静
岡
西
部
地
区
か
ら
の
通

学
が
過
半
を
占
め
、
ま
た
、
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
度
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
家
政
系
大
学
と
し
て
男
子
学
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生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
愛
知
学
泉
大
学
は
男
子
で
栄
養
士
免
許
取
得
が
可
能
な
四
年
制
大
学
と
し
て
長
く

唯
一
の
存
在
と
な
っ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
受
験
資
格
が
魅
力
と
し
て
加
わ
っ
た
。

そ
う
し
た
意
味
で
も
、
学
園
は
三
河
地
区
に
お
け
る
栄
養
士
及
び
管
理
栄
養
士
の
養
成
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

  

8

学
園
各
校
と
並
ん
で
、
幼
稚
園
で
も
ま
た
、「
豊
か
な
心
と
潜
在
能
力
の
開
発
」
を
目
指
す
教
育
理
念
の
も
と
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
し
て
新
た
な
対
応
を
図
っ
て
い
っ
た
。

三
幼
稚
園
共
通
で
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
に
保
育
に
体
操
を
導
入
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に
は
夏
ま
つ

り
・
夕
涼
み
会
を
開
始
。
ま
た
、
桜
井
幼
稚
園
が
夏
ま
つ
り
・
夕
涼
み
と
と
も
に
親
子
給
食
を
開
始
し
た
が
、
翌
平

成
八
（
一
九
九
六
）
年
に
は
愛
知
学
泉
大
学
附
属
幼
稚
園
、
愛
知
学
泉
女
子
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
で
も
導
入
さ
れ

て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
年
代
に
入
っ
て
三
園
は
、
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
四
月
に
愛
知
学
泉
女
子
短
期
大
学
附
属

幼
稚
園
が
開
園
五
十
周
年
、
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
四
月
に
愛
知
学
泉
大
学
附
属
幼
稚
園
が
三
十
五
周
年
、
平

成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
四
月
に
桜
井
幼
稚
園
が
開
園
三
十
周
年
の
節
目
を
あ
い
つ
い
で
迎
え
る
が
、
こ
れ
に
対
し

て
愛
知
県
私
立
幼
稚
園
連
盟
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
功
労
園
表
彰
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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社
会
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応
で
は
、
女

性
の
社
会
進
出
、
共
稼
ぎ
家
庭
の
増
加

に
よ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
愛
知
学
泉

大
学
附
属
桜
井
幼
稚
園
で
平
成
二
十

（
二
〇
〇
八
）
年
か
ら
、
愛
知
学
泉
女
子

短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
で
平
成
二
十
一

（
二
〇
〇
九
）
年
か
ら
満
三
歳
児
の
保
育

を
始
め
た
。

ま
た
、
愛
知
学
泉
大
学
附
属
幼
稚
園
で

園
舎
を
全
面
新
築
（
平
成
二
十
一
年
）
し
た
の
を
は
じ
め
、〝
わ
ら
べ
う
た
〟
の
導
入
、
平
和
を
祈
る
キ
ャ
ン
ド
ル
会
、

秋
ま
つ
り
、
冬
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
英
語
遊
び
、
の
び
の
び
の
～
ん
体
操
、
ロ
ボ
ッ
ト
遊
び
、
新
春
お
茶
会
、
ひ
な

ま
つ
り
お
茶
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
（
愛
知
学
泉
大
学
附
属
桜
井
幼
稚
園
）
さ

せ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
情
操
教
育
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
幼
稚
園
の
園
長
は
、
寺
部
芳
子
が
三
園
を
兼
任
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
十
一
月

三
十
日
、
そ
の
逝
去
に
よ
り
、
や
や
空
席
を
経
て
、
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
四
月
、
愛
知
学
泉
女
子
短
期
大

学
附
属
幼
稚
園
と
愛
知
学
泉
大
学
附
属
幼
稚
園
の
園
長
に
伊
藤
慶
美
、
翌
六
十
三
年
四
月
に
愛
知
学
泉
大
学
附
属
桜

井
幼
稚
園
の
園
長
に
木
村
順
美
が
就
任
し
た
。
慶
美
と
順
美
は
清
毅
の
次
女
・
三
女
で
、
の
ち
に
学
園
理
事
長
に
就
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任
す
る
曉
（
清
毅
長
男
）
及
び
学
園
法
人
理
事
長
補
佐
兼
事
務
局
長
・
堀
本
保
美
（
清
毅
長
女
）
と
と
も
に
、
父
の

遺
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
愛
知
学
泉
大
学
附
属
幼
稚
園
長
は
木
村
順
美
か
ら
芳
我
岳
思
、
愛
知
学
泉
女
子
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園

長
は
築
山
芳
夫
、
青
山
秀
継
、
森
脇
康
代
が
歴
任
し
て
、
地
域
で
の
人
づ
く
り
の
礎
を
守
り
固
め
て
い
る
。
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